
2022年4月改定 社会情勢、経営状態、業務形態によって随時見直す。

スパイク長靴
会社経費で購入

退職時に会社に返納

1年につき1足を目安に消耗する毎に買い替える。1万円以上の上質なものを購入すること。特に冬期は安全

に直結するので、無理に節約しないこと。少し消耗したものは夏期に使用するなどして適切に使い回すこ

と。相当消耗した場合や買い替えのタイミングが冬期になるなどした場合は現物を確認の上、それ以上購

入することができる。

スパイク足袋
会社経費で購入

退職時に会社に返納
1年につき1足程度。ただし、相当消耗した場合は現物を確認の上、それ以上購入することができる。

普通の長靴
会社経費で購入

退職時に会社に返納
1年につき1足を目途に必要ならば許可を得て購入する。

登山靴・ト

レッキング

シューズ

自己負担
登山的要素が強いなど、特別な事情のある場合は許可を得て会社経費で購入することができる。その場合

は退職時に会社に返納する。

レインコート

上下

会社経費で購入

退職時に会社に返納

1年につき1セットを目安に消耗する毎に買い替える。6000円以上12000円未満程度のものを購入するこ

と。特に必要な場合は許可を得てこれ以上のものを購入することもできる。また同等の性能があればこれ

以下の価格のものを購入することができる。特別な事情がある場合は許可を得て1年に1セット以上購入す

ることができる。

オレンジベス

ト・帽子

会社経費で購入

退職時に会社に返納
２～３年に1着を目安に、許可を得て購入する。必要な場合は夏用と冬用を購入することができる。

寒冷地手当
会社経費で購入し個人の

所有物とする

1年に1度、10月頃に10,000円を支給する。主に防寒具のうち衣類で個人の肌に触れるものやジャケットな

どサイズや好みが個人によって異なり、汎用性が低いものを購入する。これらのものが十分な場合は、上

記によらず防寒に関する物品を購入することができる。できるだけ毎年10000円以上を使い切ること。

10000円を超えた端数は個人の負担とする。

射撃練習代 基礎練習分

4月～3月の1年間にクレー射撃のクレー1000個クレー用装弾1000個、ライフル射撃場使用3回分、単体弾

60個分の練習代を補助する。入社1年目は業務時間内外に先輩の指導を受けて少なくとも1000個の弾を消

費すること。この分を業務時間外に自らの時間を使って練習し消費した場合は、その程度によって限定的

であるが翌年度に月々の射撃技能手当が支払われる場合がある。この分を消費しきった上で自主的に自費

で業務時間外に練習した場合に翌年度に月々の射撃技能手当が支払われる場合がある。

射撃練習代 年2回の認定用の講習 会社が50～100個分のクレー、装弾代を会社経費から支払う。

射撃練習代 業務の実施に必要な場合
スコープ調整が必要な場合はその都度許可を得て実施し、ライフル射撃場使用料、装弾20個程度を会社経

費から支払う。

猟銃使用料

会社が業務の実施に個人

購入の猟銃の使用を依頼

した場合

1日につき50円を支払う。

自動車使用料

会社が業務の実施に個人

所有の自動車の使用を依

頼した場合

1日につき2000円と燃料費・交通費の実費を支払う。

スマホ使用料
会社の連絡には個人のス

マホを使用する。

端末の1本化をすることで管理の手間を無くすため、情報漏洩の場合の漏洩経路の把握を容易にするため、

会社の連絡には個人のスマホを使用する。社員は1か月につき1500円を支給する。ただし、重要な役職に

着く等の通信費や使用頻度が相当多くなる場合は増額する場合がある。また、相当複数の他者と連絡をと

る必要がある場合は会社のスマホを貸与する。有料アプリのダウンロードが必要な場合は実費を会社が支

払う。

公共交通機関

代金
基本的に会社が支払う

業務に必要な場合は会社経費で支払う。ただし、自己都合で遠方に居住する等して通常の出勤・直行直帰

の場合よりも多くの経費がかかる場合はその差分を支給する。

出張手当 実費弁済 宿泊を伴う出張に出た場合、食事代が割高になることから1日につき500円を実費弁済として支給する。

会社・個人負担経費の区分


